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　製鉄メーカー５社が、建築構造用高性能 590N/mm 2鋼材

（SA440,B,C）について、昨年９月建設大臣の一般認定を取得し
ました。これにより、60キロクラスの高性能鋼を使用するとき
は個別に認定が必要であったものが、一般的に使用できることに
なりました。この高性能鋼は ,１９８８年から５カ年計画で行わ
れた建設省の総合技術開発プロジェクト「建設事業への新素材・
新材料利用技術の開発」で対象とされた材料のひとつです。
  このプロジェクトの中で、建築部会の下の高性能鋼ＷＧ
（ＷＧ長：高梨晃一 千葉大学教授）で研究開発が行われました。
ここで開発された高性能５９０Ｎ鋼材がＳＡ４４０として大臣認
定され、（社）鋼材倶楽部で指針が作成されました。これらは、当
社一次設計・二次設計ソフトに組み込まれています。
   以下に構造設計に関係が深い項目を紹介します。

ＳＡ４４０はＳＡ４４０ＢとＳＡ４４０Ｃの２種類に区分され
ています。Ｂ、Ｃ材の使用区分はＳＮ材に合わせて設けられたも
ので、ＳＮ材に準じています。鋼材の機械的性質を表１に示しま
す。これによれば、降伏比の上限が 80%と規定され、ＳＡ４４
０を引張強さがほぼ等しい従来のＳＭ５７０と比較すると、塑性
変形能力が向上しています。また、降伏点または耐力の上下限値
の幅を 100N/mm2としてばらつきを少なくしています。降伏点
または耐力および引張強さは、板厚にかかわらず一定となってい

ます。

　　　　　　　　　　
　　　　　引張試験種類 板厚

t(mm)
降伏点ま

たは耐力

N/mm2

引張強さ

N/mm2

降伏比

  
   %

伸び

(試験片)
  %

シャルピ

ー吸収エ

ネルギー

    J

厚さ方向

絞り

　%

SA440B

SA440C

19以上
100以下

440以上
540以下

590以上
740以下

80以下

20以上
（4号）
26以上
（5号）

47以上
　－

25以上

　表１　ＳＡ４４０の機械的性質
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ＳＡ４４０を用いた構造設計は、基本的には普通鋼の場合と同じ
ですが、以下に示すような点で取り扱いが異なります。

１）設計基準強度（Ｆ値）
Ｆ値は、降伏点または降伏耐力の下限値が採用され、
4500kgf/cm2となります。溶接部の許容応力度の基準強度も
同じ値です。

２）保有水平耐力算定時の材料強度
保有水平耐力を求めるときの材料強度はＦ値に1.05を乗じ
た値とします。これはＳＡ４４０が普通鋼ほど降伏点のばら
つきがなく、普通鋼で規格値からのばらつきを考慮してＦ値
を1.1倍しているのと同程度の信頼性を与えるとすれば1.05
倍程度になることから定められています。

３）高力ボルト
高力ボルトの種類は１種（Ｆ８Ｔ）、２種（Ｆ１０Ｔ）のみ
とし、３種（Ｆ１１Ｔ）を削除しています。

４）破断応力度
耐震設計のルート２または３の計算に用いる鋼材および溶接
の破断応力度は圧縮、引張、曲げについては6000kgf/cm2と
し、せん断についてはこの値に1/√3を乗じた値としています。

５）柱、梁の構造ランク別の幅厚比
柱、梁の構造ランク別の幅厚比は表２に示すようになりま
す。これは、普通鋼に対する幅厚比の値を外挿したもので引
張強さが４００Ｎ級の鋼材の幅厚比に次の数値を乗じて得ら
れます。

　　　　

　　　　　　　　　

４００Ｎ級鋼材のＦ値　　　

　ＳＡ４４０のＦ値

部材 断面 部位 ＦＡ ＦＢ ＦＣ ＦＤ

フランジ 6.9 8.8 11.3Ｈ形

ウエブ 31 32 35

柱

箱形 24 27 35
フランジ 6.6 8.0 11.3梁 Ｈ形

ウエブ 43 47 51

左記以外

表２  柱・梁の構造ランク（板要素の幅厚比）

次頁へ →



６）接合部の安全率
保有耐力接合とするための安全率αは次のような値となって
います。
　・筋かい端部接合部      　
　・柱－梁接合部仕口部    　
　・柱－柱継手、梁－梁継手

７）梁の横補剛
梁の塑性化領域における横補剛間隔は普通鋼材の梁と同程度
の塑性変形能力を確保するように、次のような制限値が設け
られています。
  　1b・ｈ／Ａ f≦ 150　かつ　ｌ b／ｉ y≦ 40
なお、曲げモーメントの分布に乗じる安全率αは1.1となっ
ています。

以上、簡単にＳＡ４４０を紹介しましたが、詳細につきましては
 （社）鋼材倶楽部
 「建築構造用高性能 590N/mm2鋼材 (SA440)設計・溶接施工指針」
  をご覧下さい。
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次回は『極低降伏点綱の紹介』です。

BUILD.一貫Ⅲ、BUILD.LPではこの材料に拡張対応済みです。
通常のＳＳ４００材と同様にＳＡ４４０を指定することにより、
計算を行うことができます。


